
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 









(2)
県
道
西
山
住
宅
沿
い
『
歩
道
拡
幅
工
事
の
施
工
』 

 
 

要
請
に
つ
い
て 

目
的 

平
成
９
年
度
か
ら
地
域
の
話
題
と
な
っ
て
、
討
議
し
て
き
ま
し 

 

た
。
こ
の
場
所
を
除
い
て
、
宝
塚
ゴ
ル
フ
場
の
入
口
か
ら
ゆ
ず
り
葉 

 

緑
地
公
園
に
至
る
県
道
に
沿
っ
て
、
一
本
の
立
派
な
歩
道
が
あ
り
ま 

 

す
。
当
該
歩
道
は
狭
く
、
車
道
と
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
く
、
そ
の 

 

上
、
県
道
が
狭
く
、
大
型
車
両
は
、
歩
道
ギ
リ
ギ
リ
に
ス
ピ
ー
ド
を 

 

出
し
、
走
行
し
て
い
ま
す
。
歩
道
を
歩
く
危
険
性
が
大
き
い
の
で
、 

 

歩
行
者
は
宝
塚
西
山
住
宅
の
中
を
通
り
抜
け
し
て
い
ま
す
。 

場
所 

逆
瀬
台
１
丁
目
宝
塚
西
山
住
宅
沿
い 

Ｌ
＝
40
ｍ 

Ｗ
＝
３
ｍ 

課
題 

平
成
13
年
６
月
『
宝
塚
西
山
住
宅
所
有
者
１
０
０
名
』
に
ア
ン

 

ケ
ー
ト
を
実
施
。
未
回
収
分
が
あ
っ
て
、
最
終
回
答
は
出
て
い
ま
せ 

 

ん
が
、
拡
幅
工
事
は
１
０
０
％
の
所
有
者
の
賛
成
を
必
要
と
し
ま
す
。

 

拡
幅
工
事
に
よ
る
所
有
地
の
減
少
部
分
は
、
代
替
地
が
用
意
さ
れ
て 

 

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
10
年
６
月
に
は
、
兵
庫
県
単
独
土
木
事
業

 

予
算
と
し
て
、
成
立
し
て
お
り
ま
す
。 

                

(3)
若
瀬
橋
附
近
の
『
児
童
通
学
路
の
安
全
対
策
』 

 
 

要
請
に
つ
い
て 

目
的 

逆
瀬
台
小
学
校
全
校
児
童
の
38
％(

全
校
４
４
０
人
中
１
６
５ 

 

人)

が
、
若
瀬
橋
交
差
点
附
近
を
通
学
路
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年

 

６
月
に
お
き
ま
し
て
、
３
日
間
で
調
査
し
た
結
果
、
通
学
時
間
帯
の 

 
午
前
７
時
30
分
～
７
時
55
分
の
間
の
、
自
動
車
通
行
量
は
１
日
平 

 

均
25
分
間
で
、
１
０
２
台
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

現
在
、
通
学
時
の
立
ち
番
は
、
２
人
の
保
護
者
の
交
代
制
で
や
っ 

 

て
い
ま
す
が
、
児
童
の
安
全
誘
導
は
限
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

課
題 

解
決
策
と
し
て
、
押
し
ボ
タ
ン
式
点
滅
信
号
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー 

 

ン
、
一
方
通
行
、
交
番
立
会
い
等
の
専
門
的
分
野
で
の
安
全
対
策
が 

 

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【 附 近 概 略 図 】  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 テ ー マ『 環 境 整 備 と 交 通 事 情 』

 児童通学路の安全対策など３項目を提案 

ゆずり葉だより 秋・第 2５号 平成 13 年 10 月 15 日 (2)

地域創造会議開かれる
  行政と市民の対話の場 

 

８
月
４
日
、
中
央
公
民
館
で
行
政
と
市 

民
代
表
と
の
対
話
の
場
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク 

『
地
域
創
造
会
議
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
が
第
９
回
目
の
会
議
で
、
逆
瀬
台 

小
学
校
区
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

７
名
、
自
治
会
連
合
会
１
名
、
民
生
児
童 

委
員
協
議
会
１
名
、
人
権
啓
発
推
進
委
員 

会
１
名
の
計
10
名
。
他
の
三
つ
の
小
学
校 

区
か
ら
は
32
名
、
行
政
側
か
ら
は
、
９
名 

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

行
政
か
ら
は
、
①
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』

の
策
定
に
つ
い
て 

②
『
ま
ち
づ
く
り
基 

本
条
例
』『
市
民
参
加
条
例
』
の
制
定
の 

取
組
み
に
つ
い
て 
③
『
学
校
園
の
安
全 

対
策
』
に
つ
い
て
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
は
、
地 

域
テ
ー
マ
『
環
境
整
備
と
交
通
事
情
』
に 

つ
い
て
、
次
の
三
項
目
の
実
現
を
提
案
い 

た
し
ま
し
た
。 

活
動
方
針
は
、
宝
塚
市
土
木
部
が
県
と
の
折
衝
を
含
む
、
窓
口
と
な 

り
、
地
域
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。 

         
 

秋
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、
地
域
ぐ
る
み
で

 
 

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

日 

時 

平
成
13
年
10
月
20
日(

土) 

（
雨
天
決
行
）

 
 

 
 

 
 

 
 

12
：

00
～
15
：

30 

場 

所 

逆
瀬
台
小
学
校 

内 

容 

12
：

00
～
15
：

00 

 
 

 
 

 

★ 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
子
供
向
け
ゲ
ー
ム
）

 
 

 
 

 

★ 

バ
ザ
ー
と
古
本
市 

 
 

 
 

 

★ 

格
安
！
植
木
市 

 
 
 

 
 

★ 

も
ち
つ
き
大
会 

 
 

 
 

 

★ 

パ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
・
焼
そ
ば 

 
 

 
 

 
 
 

綿
菓
子
の
販
売
（
限
定
数
あ
り
） 

 
 

 
 

15
：
00

～
15
：

30 

 
 

 
 

 

★ 

ス
テ
ー
ジ
鑑
賞 

 
 

 
 

 
 

 

出
演
：
光
ガ
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部 

そ
の
他 

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
（
但
し
、
送
迎
は
可
）

 
 

 
 

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

   

日 

時 

平
成
13
年
12
月
７
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 

10
：

00
～
11
：

30 

 
 

 
 

 
 

 

講
演
会
１
時
間
、
ヨ
ガ
教
室
30
分 

講
演
会 

演
題 

 

『
エ
コ
マ
ネ
ー
を
使
っ
て
の 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
』 

 
 

 
 

講
師 

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

中
村
代
表 

ヨ
ガ
教
室 

講
師 

河
崎
先
生 

場 

所 

逆
瀬
台
小
学
校 

多
目
的
教
室 

主 

催 

逆
瀬
台
小
学
校
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会 

問
合
先 

逆
小 

藤
井
教
頭
（
七
三
—
三
三
〇
五
） 

逆
小
校
区
・
人
権
啓
発
市
民
集
会
の
開
催

 

『
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
』
の
開
催 

50cm 
65cm

県道 神戸・宝塚線
歩道

提案(2)

ステーキ樹

逆瀬川パークマンション

若
瀬
橋 

提案(3)

宝塚西山住宅沿い

運転者は見えない 

時間帯書けないか 

シャンティ
 逆瀬川 

西山団地バス停

アヴェルデ 

県道 神戸・宝塚線

駐 車 場 

駐車場

逆瀬川グリーンハイツ

 逆瀬川 
パークマンション

提案(1)-① 
逆瀬台２丁

至 宝塚高校

提案(2)

提案(3)
小林字西山 

白 瀬 川 白 瀬 川
ステーキ 樹

コダチ

 

Ｎ 

逆
瀬
台
一
丁
目 

 

第
二
公
園 

宝 塚 西 山 住 宅

逆瀬台１丁

若瀬橋提案(1)-②

県道 神戸・宝塚線 

ガケ崩壊防止工事 

宝 塚 ゴ ル フ 場 



(1)-

①
環
境
整
備
に
よ
る
『
水
路
を
渡
る
橋
の
設
置
』

 
 

 
 

要
請
に
つ
い
て 

目
的 

平
成
９
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
つ
と
し
て
『
ガ
ケ

 

崩
壊
防
止
工
事
』
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
３
月

 

末
日
に
工
事
は
完
成
し
、
そ
の
跡
地
は
森
に
つ
な
が
る
散
策
路
コ
ー

 

ス
の
一
つ
と
し
て
、
活
用
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

ゆ
ず
り
葉
地
域
の
歴
史
資
産
と
し
て 

①
ゆ
ず
り
葉
緑
地
公
園(

逆

 

瀬
川
砂
防
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
阪
神
大
震
災
の
鎮
魂
之
碑
） 

②
ド
ン
グ

 

リ
ふ
れ
あ
い
の
森(

兵
庫
県
と
徳
島
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
２
０
０
０

 

本
の
ド
ン
グ
リ
の
苗
木
を
記
念
植
樹) 

③
森
の
散
策
路(

砂
防
工
事

 

事
業) 

④
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
ふ
れ
あ
い
の
森(

21
世
紀
記
念
事
業
と
し
て
、

 

市
木
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
１
０
０
本
植
樹) 

⑤
ガ
ケ
崩
壊
防
止
工
事
跡 

 

地
『
緑
と
花
づ
く
り
』
の
場
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
結
ぶ
順
路
と
な
る
べ

 

き
、
環
境
整
備
の
一
環
事
業
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

場
所 

白
瀬
川
に
接
す
る
宝
塚
市
小
林
字
西
山 

課
題 

右
岸
と
水
路
は
兵
庫
県
、
左
岸
は
宝
塚
市
の
管
轄
と
な
っ
て
い

 

ま
す
。
河
川
に
は
複
雑
な
行
政
規
定
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
用
途
は

 

散
策
者
が
渡
れ
る
、
水
路
上
の
簡
易
な
橋
で
あ
り
ま
す
。 

                 

(1)-

②
環
境
整
備
に
よ
る
『
遊
歩
道
の
新
設
工
事
』 

 
 

 
 

要
請
に
つ
い
て 

目
的 

前
項
の
(1)
—
①
と
同
じ 

場
所 

逆
瀬
台
１
丁
目
『
白
瀬
川
の
若
瀬
橋
』
か
ら
堤
防
沿
い
に 

 

Ｌ
＝
30
ｍ 

Ｗ
＝
2.5
ｍ
の
遊
歩
道 

課
題 

若
瀬
橋
は
宝
塚
市
、
堤
防
は
兵
庫
県
の
管
轄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

現
在
、
堤
防
の
石
垣
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
改
修

 

の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
斜
面
を
立
て
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
す

 

れ
ば
、
土
地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
、
立
派
な
遊
歩
道
と
な
り
ま
す
。

ゆ
ず
り
葉
緑
地
公
園
に
あ
る 

「
水
路
の
橋
」  渡る橋

幅 1.2m 長さ 2.5m

提案(1)―① 

  コンクリートブロ
ック造の板を置いて
あるだけの簡易な橋

親柱がない 
堤防に柵なし
機能的でよい

62cm 

遊歩道幅員 2.5m

親柱を撤去 2.5m

附近の白瀬橋

若瀬橋 

提案(1)―② 

遊歩道幅員

奥行 30m
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